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わたしたちの自主防災組織
押切町内会長　志村　肇　さん

危機管理
連載シリーズ⚑⚕

　市主催の総合防災訓練に
参加し、中学生による担架
搬送を実施したところ、災
害時に中学生も戦力になる
ことを実感しました。
　押切町内会には、５軒に
１軒の割合で隊員を確保した「押切防災隊」が
あり、３年任期で活動をしています。
　また、土砂災害への対応として、がけ崩れの
危険区域居住者の連絡網を作成し市職員を講師
に迎えて説明会を実施しました。訓練を兼ねて、
対象者に連絡網で情報伝達を実施したところ課
題も見えてきました。
　地震災害と土砂災害。より実際を想定した訓
練を実施していきたいと考えています。

⨈危機管理課（緯⚙⚘⚓－⚒⚖⚕⚐）

やるべきことを確認しよう
災害発生時（災害のおそれがあるとき）
「避難」：土砂災害の前兆現象を発見したら、すぐに避
難する。

「避難情報」：市の防災ラジオ、みしまるホッとメール
（市民メール）、地域などの避難情報を受け取れるよ
うに意識、注意する。

「気象情報」：テレビやラジオなどの気象情報に気を配る。
平常時
「危険箇所や避難場所、避難経路の把握」：市役所（危
機管理課・土木課）の窓口、防災マップ、市ホーム
ページで確認する。

「連絡方法の確認」：自治会長から避難対象住民への避
難情報伝達の連絡網を確認、みしまるホッとメール
に登録する。

みしまるホッとメールに登録しよう
　みしまるホッとメールに登録すると、災害情報や同
報無線の放送内容など、各種情報が市からメールで配
信されます。
登録方法（携帯電話・スマートフォン用）
①t-mishima@sg-m.jpへメールを送信（件名・本文不要）
②メール送信後に届く「仮登録完了のお知らせ」メー
ルに記載されたURLをクリック
③表示された登録画面で「利用規約」を確認し、配信
を希望する情報を選択して登録
④「本登録完了のお知らせ」メールが届くと登録完了

土砂災害による被害を小さくするために
　土砂災害は、多くの人命を奪うような大きな被害をもたらす可能性があります。日ごろから各地域や家庭で、風
水害・土砂災害時の危険 箇 所や避難行動について確認しましょう。

か

土砂災害の前兆現象を知ろう
　市内には、⚑⚐⚕カ所の土砂災害危険箇所があります。
そのうち、「急傾斜地崩壊（がけ崩れ）」の危険箇所が
⚘⚒カ所、「土石流」の危険箇所が⚒⚓カ所です。
　それぞれの前兆現象を知り、自分の身を守るための
知識を身につけておきましょう。
急傾斜地崩壊（がけ崩れ）の前兆現象
・がけにひび割れができる
・小石がぱらぱらと落ちてくる
・普段出ていないところから水が湧き出る
・普段出ている湧き水が止まる、濁る
・地鳴りがする

土石流の前兆現象
・山鳴りがする
・急に川の水が濁り、木が流
れてくる

・腐った土のにおいがする
・川の水位が下がる
・立木の裂ける音がする

自らの命は自らで守る！自らの地域は皆で守る!災害
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楽寿園の歴史
宮様、 世子 様と

せ い し

三島 高女 の交流 
こうじょ

▲明治時代の三島高等女学校

▲李王世子殿下恩賜賞で贈られた蒔絵の硯箱
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▲吉原守拙




